
 

 

 

 

 

 

 

津宮小学校の学校再編について 

検討会議を開催します。 
  

香 取 市 教 育 委 員 会 で は 、 大 倉 小 学 校 ・ 津 宮 小 学 校 ・ 香 取 小 学 校 の 学

区 の 保 護 者 の 皆 さ ま を 対 象 に 、 学 校 再 編 に つ い て 意 見 を お 聞 き す る た

め 、「 小 学 校 再 編 に 係 る 保 護 者 ア ン ケ ー ト 」を 昨 年 ９ 月 に 実 施 し 、そ の

結 果 に つ い て 、 津 宮 小 学 校 に お い て 、 津 宮 小 学 校 区 の 保 護 者 の 皆 さ ま

と 意 見 交 換 会 を 本 年 ５ 月 に 実 施 し た と こ ろ で す 。  

（ 裏 面 に ア ン ケ ー ト 結 果 の 抜 粋 が あ り ま す 。 ご 覧 く だ さ い 。）  

  今 年 度 は 、 保 護 者 ア ン ケ ー ト 及 び 意 見 交 換 会 の 結 果 を も と に 「 地 域

の 代 表 」、「 保 護 者 の 代 表 」、「 学 校 関 係 者 」 で 構 成 し た 『 津 宮 小 学 校 地

域 検 討 会 議 』 を 設 置 し 、 学 校 再 編 に つ い て 検 討 を 始 め ま す 。  

な お 、 こ の 会 議 は 傍 聴 す る こ と が で き ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 校 再 編 だ よ り  

令 和 元 年 ８ 月 ８ 日 発 行  

香 取 市 教 育 委 員 会 教 育 総 務 課  

☎  0478-50-1220 

日 時 令和元年９月５日(木) 午後７時から 

場 所 津宮小学校 会議室 

  ※会場内のスペースの関係により入場を制限することがございます。あらか

じめご了承ください。 



 

小 学 校 再 編 に 係 る 保 護 者 ア ン ケ ー ト  集 計 結 果 （ 津 宮 小 学 校 区 抜 粋 ）  

対  象 ： 津 宮 小 学 校 区 の 児 童 の 保 護 者 及 び 就 学 前 児 童 生 の 保 護 者  

期  間 ： 平 成 ３ ０ 年 ９ 月 ５ 日 ～ 平 成 ３ ０ 年 ９ 月 ２ ６ 日  

回 答 数 ： ６ １ 通  回 答 率 ： ８ ５ ． ９ ２ ％  

①  教 育 環 境 を こ れ か ら も 維 持・向 上 し て い く た め に 、学 校 統 合 は 必 要 だ と 思 い ま

す か 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  統 合 す る 場 合 、 ど の よ う な 統 合 が 望 ま し い と 思 い ま す か 。（ ① で １ 、 ま た は ２

と 回 答 し た 人 の み ）  

 

    

    

    

    

    
 

 

 

 

③  統 合 す る 場 合 、 そ の 時 期 は い つ 頃 が 望 ま し い と 思 い ま す か 。（ ① で １ 、 ま た は

２ と 回 答 し た 人 の み ）  

 

  人  ％  

1 統 合 は 必 要 だ と 思 う

（ 将 来 の 統 合 も 含 む ）。 

24 39.34 

2 統 合 は や む を 得 な い と

思 う 。  

24 39.34 

3 統 合 は 必 要 な い と 思

う 。  

12 19.68 

4 無 回 答  1 1.64 

  人  ％  

1 ３ 校 の 統 合（ 大 倉 ・ 津

宮 ・ 香 取 ）  

37 77.09 

2 大 倉 小 学 校・津 宮 小 学

校 の 統 合  

7 14.58 

3 津 宮 小 学 校・香 取 小 学

校 の 統 合  

3 6.25 

4 そ の 他  1 2 .08 

  人  ％  

1 令 和 ３ 年 度  25 52.08 

2 令 和 ４ 年 度  2 4.17 

3 令 和 ５ 年 度  6 12.50 

4 そ の 他  11 22.92 

5 無 回 答  4 8.33 



 

 

 

 

 

 

 
津宮小学校の学校再編について地区説明会を開催 

  

香 取 市 教 育 委 員 会 で は 、津 宮 小 学 校 の 学 校 再 編 に つ い て 検 討 す る た め 、

去 る ９ 月 ５ 日 、 津 宮 小 学 校 地 域 検 討 会 議 を 開 催 い た し ま し た が 、 ご 出 席

さ れ た 皆 さ ま か ら 、 津 宮 地 区 の 住 民 の 皆 さ ま へ の 地 区 説 明 会 を 経 た 後 、

本 検 討 会 議 を 設 置 す べ き と の ご 意 見 を い た だ き ま し た 。  

つ き ま し て は 、 津 宮 小 学 校 地 域 検 討 会 議 の 設 置 に あ た り 、 地 区 の 皆 さ

ま に 次 の と お り 地 区 説 明 会 を 開 催 し ま す の で 、是 非 、お 集 ま り く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

津宮小学校地域検討会議について  

地 区 説 明 会 終 了 後 、 改 め て 「 地 域 の 代 表 」、「 保 護 者 の 代 表 」、「 学 校

関 係 者 」 で 構 成 し た 津 宮 小 学 校 地 域 検 討 会 議 が 下 記 の と お り 開 催 さ れ

ま す 。 な お 、 本 地 域 検 討 会 議 は 、 傍 聴 す る こ と が 可 能 で す 。  

〇日時・場所 地区説明会終了後、同会場 

〇内容 津宮小学校地域検討会議の設置等について 

 

学 校 再 編 だ よ り  

令 和 元 年 ９ 月 １ ３ 日 発 行  

香 取 市 教 育 委 員 会 教 育 総 務 課  

☎  0478-50-1220 

■日時 令和元年１０月１２日(土)午後６時から 

■場所 津宮小学校 体育館 

■内容 津宮小学校の学校再編について 



 

開催された第１回地域検討会議  

【 裏 面 に 参 考 資 料 と し て 、 地 域 検 討 会 議 設 置 要 綱 が あ り ま す 】  

 

 

 

 

 

 
学校再編に係る地区説明会と 

第１回津宮小学校地域検討会議が 

１０月２６日開催されました 
  

学 校 再 編 に 係 る 地 区 説 明 会 と 第 １ 回 津 宮 小 学 校 地 域 検 討 会 議 が 、 １ ０ 月 ２ ６  

日 （ 土 ） に 津 宮 小 学 校 体 育 館 に お い て 開 催 さ  

れ ま し た 。  

地 区 説 明 会 で は 、 津 宮 小 ・ 香 取 小 ・ 大 倉 小  

の 現 在 の 児 童 ・ 学 級 数 と 将 来 の 推 計 、 再 編 検  

討 経 過 、 保 護 者 ア ン ケ ー ト の 結 果 や 再 編 を 検  

討 す る た め の 「 地 域 検 討 会 議 の 委 員 」 に つ い  

て 、 教 育 委 員 会 か ら 説 明 の 後 、 地 域 検 討 会 議  

の 役 割 な ど に つ い て 質 疑 が 交 わ さ れ ま し た 。  

 

ま た 、 地 区 説 明 会 終 了 後 に 開 催 さ れ た 地 域 検 討 会 議 で は 、 津 宮 小 学 校 再 編 に  

つ い て 検 討 を 進 め る た め 、 地 域 検 討 会 議 を 設 置 す る こ と が 承 認 さ れ 、 会 長 ・ 副  

会 長 ・ 理 事 が 選 任 の 後 、 検 討 会 議 の 委 員 と な っ た 地 域 の 方 々 と の 意 見 交 換 が 行  

わ れ ま し た 。  

今 後 は 、 設 置 さ れ た 地 域 検 討 会 議 の 中 で 、 津 宮 小 学 校 の 学 校 再 編 に つ い て 検  

討 を 進 め 、 意 見 を ま と め て い く こ と に な り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

学 校 再 編 だ よ り  

令 和 元 年 １ １ 月 ６ 日 発 行  

香 取 市 教 育 委 員 会 教 育 総 務 課  

☎  0478-50-1220 

第２回津宮小学校地域検討会議は下記の日程で開催します。 
 

日 時 令和元年１１月２１日(木) 午後７時から 

場 所 津宮コミュニティホーム 

             ※ こ の 会 議 は 、 傍 聴 す る こ と が で き ま す 。  



 

香 取 市 立 津 宮 小 学 校  学 校 再 編 に 係 る 地 域 検 討 会 議 設 置 要 綱  

 

 

（ 設 置 ）  

第 １ 条  香 取 市 学 校 等 適 正 配 置 計 画 実

施 プ ラ ン 第 一 次 改 訂 版（ 以 下「 実 施 プ

ラ ン 」 と い う 。） に 基 づ き 、 学 校 再 編

を 市 民 協 働 で 検 討 す る た め 、香 取 市 立

津 宮 小 学 校（ 以 下「 小 学 校 」と い う 。）

に 地 域 検 討 会 議（ 以 下「 検 討 会 議 」と

い う 。） を 置 く 。  

（ 検 討 事 項 等 ）  

第 ２ 条  検 討 会 議 は 、実 施 プ ラ ン に 示 さ

れ た 再 編 ブ ロ ッ ク 案 に 基 づ く 学 校 再

編 に つ い て 、次 に 掲 げ る 事 項 を 検 討 す

る こ と と し 、そ の 検 討 結 果 を 取 り ま と

め た 報 告 書 を 香 取 市 教 育 委 員 会（ 以 下

「 教 育 委 員 会 」 と い う 。） に 提 出 す る

も の と す る 。  

(1) 再 編 ブ ロ ッ ク 内 に お け る 学 校 再

編 の 方 法 に 関 す る こ と 。  

(2) 再 編 ブ ロ ッ ク 内 の 代 表 者 会 議 の

設 置 に 関 す る こ と 。  

(3) 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、学 校

再 編 に 必 要 な 事 項 に 関 す る こ と 。 

（ 委 員 ）  

第 ３ 条  検 討 会 議 は 、委 員 23 人 以 内 で

組 織 す る 。た だ し 、小 学 校 区 内 の 状 況

に よ り こ れ を 超 え る 場 合 は 、こ の 限 り

で な い 。  

(1) 小 学 校 の 児 童 の 保 護 者 代 表  

(2) 小 学 校 の 通 学 区 域 内 の 地 域 住 民

の 代 表  

(3) 小 学 校 の 学 校 教 育 関 係 者  

(4) そ の 他 必 要 と 認 め る 者  

（ 任 期 ）  

第 ４ 条  委 員 の 任 期 は 、委 嘱 の 日 か ら 検

討 会 議 が 解 散 す る 日 ま で と す る 。  

（ 役 員 ）  

第 ５ 条  検 討 会 議 に 次 の 役 員 を 置 く 。  

(1) 会 長  １ 名  

(2) 副 会 長  １ 名  

(3) 理 事  若 干 名  

２  会 長 及 び 副 会 長 は 、委 員 の 互 選 に よ

り こ れ を 定 め る 。  

３  理 事 は 、 会 長 が 指 名 す る 。  

４  会 長 は 、会 務 を 総 理 し 、検 討 会 議 を  

代 表 す る 。  

５  副 会 長 は 、会 長 を 補 佐 し 、会 長 に 事

故 が あ る と き は 、そ の 職 務 を 代 理 す

る 。  

６  理 事 は 、 委 員 を 代 表 す る 。  

（ 会 議 ）  

第 ６ 条  検 討 会 議 は 、 会 長 が 招 集 す る 。 

２  検 討 会 議 の 議 長 は 、会 長 を も っ て 充

て る 。  

３  検 討 会 議 は 、委 員 の 半 数 以 上 が 出 席

し な け れ ば 会 議 を 開 く こ と が で き

な い 。  

４  検 討 会 議 の 議 事 に お い て 議 決 す る

必 要 が あ る 時 は 、小 学 校 の 学 校 教 育

関 係 者 を 除 く 、出 席 し た 委 員 の 過 半

数 を も っ て 決 し 、可 否 同 数 の と き は 、

議 長 の 決 す る と こ ろ に よ る 。  

５  会 長 は 、必 要 が あ る と 認 め る と き は 、

委 員 以 外 の 者 を 会 議 に 出 席 さ せ て 、

意 見 又 は 説 明 を 聴 く こ と が で き る 。 

６  検 討 会 議 の 会 議 は 、公 開 す る 。た だ

し 、会 長 が 会 議 を 公 開 す る こ と が 適

当 で な い と 認 め た と き は 、こ の 限 り

で な い 。  

 （ 理 事 会 ）  

第 ７ 条  理 事 会 は 、役 員 を も っ て 構 成 す

る 。  

２  理 事 会 は 、 次 の 事 項 を 審 議 す る 。  

(1) 検 討 会 議 の 運 営 に 関 す る 事 項  

(2) 検 討 会 議 に お い て 諮 る べ き 事 項  

（ 部 会 ）  

第 ８ 条  検 討 会 議 に 、専 門 的 事 項 を 調 査

又 は 研 究 さ せ る た め 必 要 が あ る と き

は 、 部 会 を 置 く こ と が で き る 。  

（ 庶 務 ）  

第 ９ 条  検 討 会 議 の 庶 務 は 、教 育 委 員 会

の 定 め る 機 関 に お い て 処 理 す る 。  

（ 委 任 ）  

第 10 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 、

検 討 会 議 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は

別 に 定 め る 。  

 附  則  

 こ の 要 綱 は 、令 和 元 年 １ ０ 月 ２ ６ 日 か

ら 施 行 す る 。



 

開 催 さ れ た 第 ２ 回 地 域 検 討 会 議  

（ 津 宮 コ ミ ュ ニ テ ィ ホ ー ム ）  

 

              【 裏 面 に 主 な 意 見 等 の 概 要 が あ り ま す 】  

 

 

 

 

 

 
 

第２回津宮小学校地域検討会議を開催 
  

 

第 ２ 回 津 宮 小 学 校 地 域 検 討 会 議 が 、 津 宮 コ ミ ュ ニ テ ィ ホ ー ム で 、 １ １ 月 ２ １  

日 （ 木 ） に 開 催 さ れ 、 学 校 再 編 の 考 え 方  

の 基 と な っ て い る 「 香 取 市 学 校 等 適 正 配  

置 計 画 実 施 プ ラ ン 」 や 、 今 後 の 地 域 検 討  

会 議 の 開 催 ス ケ ジ ュ ー ル 、 地 域 ア ン ケ ー  

ト な ど に つ い て 、 教 育 委 員 会 か ら 説 明 が  

あ り ま し た 。  

ま た 、 地 域 検 討 会 議 の 委 員 と な っ た 地  

域 の 方 々 か ら 、 地 域 ア ン ケ ー ト を 実 施 す  

か ど う か に つ い て 、 多 く の 意 見 が か わ さ  

れ ま し た 。  

 次 回 、 第 ３ 回 目 の 地 域 検 討 会 議 の 中 で 、  

各 委 員 か ら 津 宮 小 学 校 の 統 合 に 関 し て の  

意 見 が 報 告 さ れ る 予 定 で す 。  

 

 

 

 

 

学 校 再 編 だ よ り  

令 和 元 年 １ ２ 月 ５ 日 発 行  

香 取 市 教 育 委 員 会 教 育 総 務 課  

☎  0478-50-1220 

第第 ３３ 回回 津津 宮宮 小小 学学 校校 地地 域域 検検 討討 会会 議議 はは 下下 記記 のの 日日 程程 でで 開開 催催 しし まま すす 。。   

 

日日   時時   令令 和和 ２２ 年年 １１ 月月 １１ ７７ 日日 ((金金 ))   午午 後後 ７７ 時時 かか らら   

場場   所所   津津 宮宮 ココ ミミ ュュ ニニ テテ ィィ ホホ ーー ムム   

             ※※ ここ のの 会会 議議 はは 、、 傍傍 聴聴 すす るる ここ とと がが でで きき まま すす 。。   



 

第２回地域検討会議での主な意見等の概要  

 

（ 地 域 ア ン ケ ー ト に つ い て ）  

地 域 検 討 会 議 委 員 か ら 、 保 護 者 へ の ア ン ケ ー ト は 実 施 さ れ て い る が 、

地 域 住 民 に も 同 様 に ア ン ケ ー ト し て は ど う か と の 意 見 が あ り 、 地 域 の 意

向 を 確 認 す る た め の 「 地 域 ア ン ケ ー ト 」 の 是 非 に つ い て 検 討 が 行 わ れ ま

し た 。  

  

各 委 員 か ら の あ っ た 主 な 意 見 は 、 以 下 の と お り で す 。  

 

 

① 地 区 説 明 会 へ の 住 民 の 参 加 が そ れ ほ ど 多 く な い 。ま た 、各 区 で 臨 時 総

会 を 開 催 し て 地 域 の 意 見 を 聴 く こ と も 難 し い の で 、ア ン ケ ー ト を 実 施

し 住 民 の 考 え を 確 認 し た 方 が い い の で は 。  

 

② 地 区 説 明 会 の 出 席 者 の 内 、半 数 は 区 長 会 の 出 席 者 で あ り 、住 民 の 方 の

出 席 は 少 な い 状 況 で あ っ た 。こ れ は 、学 校 再 編 に つ い て 、興 味 が あ ま

り な い と い う こ と で は な い か 。開 催 の お 知 ら せ を 回 覧 し 、周 知 を し て

い る の だ か ら 、興 味 や 意 見 が あ れ ば 説 明 会 に 参 加 す る の で は 。現 状 で

は 、 ア ン ケ ー ト に 住 民 の 意 見 が 反 映 さ れ る の か は 疑 問 に 思 う 。  

 

③ 地 域 ア ン ケ ー ト を 実 施 し な い と 、統 合 に 関 し て 、父 兄 の 方 の 意 見 が 中

心 に な っ て し ま う が 、 ど う な の か 。  

 

④ 子 供 が 小 学 校 に 通 う の だ か ら 、そ れ に 関 わ っ て い る 親 の 意 見 が 中 心 に

な る の は 当 然 で は な い か 。  

 

⑤ 関 心 を も っ て 説 明 会 等 に 出 席 さ れ る 方 が 少 な い 。仮 に 地 域 ア ン ケ ー ト

を 実 施 し て 、統 合 反 対 の 意 見 が 多 数 と な っ た 場 合 に 、津 宮 小 が 統 合 の

協 議 か ら 抜 け て し ま う こ と が 、果 た し て い い の か ど う か 。確 か に 、地

域 の 方 に ア ン ケ ー ト を 実 施 す る の は 大 切 と は 思 う が 、児 童 数 の 減 少 等

か ら 考 え れ ば 、 待 っ た な し だ と 思 う 。 地 域 住 民 の 方 は 後 か ら 、「 よ く

や っ た 」、「 な ん だ あ ん な こ と を し て 」と 両 意 見 が 出 て も 、仕 方 が な い

こ と だ と 思 う 。  

 

⑥ 地 域 全 体 の 意 見 を 聴 く ア ン ケ ー ト た め に は 、区 長 さ ん に 骨 を 折 っ て も

ら わ な く て は 、実 施 で き な い 。区 長 さ ん 方 の 意 見 を 尊 重 し て 進 め て い

っ た ほ う が い い と 思 う 。  

 

 

検 討 の 結 果 、 地 域 ア ン ケ ー ト を 実 施 す る か 、 し な い の か に つ い て は 、  

出 席 者 の 挙 手 で 採 決 さ れ ま し た 。そ の 結 果 、ア ン ケ ー ト 実 施 に 賛 成 ３ 名 、

反 対 １ ２ 名 と な り 地 域 へ の 統 合 に 関 し て の ア ン ケ ー ト は 実 施 し な い こ と

に な り ま し た 。  

 

次 回 、 令 和 ２ 年 １ 月 １ ７ 日 開 催 の 第 ３ 回 地 域 検 討 会 議 で は 、 各 委 員 か

ら 統 合 に 関 し て 、 各 々 の 立 場 か ら 意 見 が 報 告 さ れ る 予 定 で す 。  



 

３月４日開催された理事会  

 

 

 

 

 

 

地域検討会議の意向まとまる 

「児童の教育環境の整備を最優先に考え統合はやむを得ない」 
 

 

第 ３ 回 津 宮 小 学 校 地 域 検 討 会 議 が １ 月

１ ７ 日 、津 宮 コ ミ ュ ニ テ ィ ホ ー ム に て 開 催

さ れ 、津 宮 小 学 校 の 再 編 に つ い て 各 委 員 か

ら 意 見 表 明 と 意 見 の 取 り ま と め が 行 わ れ 、

津 宮 小 学 校 地 域 検 討 会 議 で は「 人 口 減 少 ・

少 子 化 の 影 響 に よ り 、 こ の ま ま 児 童 数 が 減 少

し 続 け る と 、 児 童 の 学 ぶ 小 学 校 と し て 適 正 な 教 育 環 境 を 維 持 す る こ と が 困 難

と な る こ と が 予 想 さ れ 、 次 代 を 担 う 児 童 の 教 育 環 境 の 整 備 を 最 優 先 に 考 え 、

統 合 は や む を 得 な い 」 と い う 結 論 に な り ま し た 。  

検 討 結 果 報 告 書 の 作 成 は 、理 事 会 に 一 任 さ れ た た め 、役 員 に よ る 理 事 会 が 、

３ 月 ４ 日 、 同 会 場 で 開 催 さ れ 、 検 討 内 容 を ま と め た 報 告 書 の 作 成 が 行 わ れ 、

同 報 告 書 が 教 育 委 員 会 へ 提 出 さ れ ま し た 。  

提 出 さ れ た 報 告 書 の 抜 粋 を 下 記 に 掲 載 し て お り ま す 。  

今 年 度 は 、 各 校 の 代 表 者 か ら な る 代 表 者 会 議 を 設 置 し 、 学 校 名 、 統 合 校 の

位 置 、 統 合 の 時 期 、 校 歌 、 校 章 な ど の 基 本 的 事 項 に つ い て の 検 討 が 行 わ れ る

予 定 で す 。  

 

 

〈検 討 結 果 〉  

教 育 委 員 会 が提 案 する「津 宮 ⼩ 学 校 が統 合 すること」については、⼩ 学 校 は明 治 １１年 の開 校 以 来 、

地 域 と共 に歩 んできた歴 史 と伝 統 があり、また地 域 のシンボルでもあることから閉 校 となることは非 常 に惜 しまれ

る。しかし、人 口 減 少 ・少 子 化 の影 響 により、このまま児 童 数 が減 少 し続 けると、児 童 の学 ぶ⼩ 学 校 として適

正 な教 育 環 境 を維 持 することが困 難 となることが予 想 され、次 代 を担 う児 童 の教 育 環 境 の整 備 を最 優 先 に

考 え、統 合 はやむを得 ないという結 論 に⾄ った。 

なお、教 育 委 員 会 は、なるべく早 期 に統 合 が実 現 されるよう努 めるとともに、統 合 に伴 い、保 護 者 が心 配 し

ている事 項 の解 消 、各 校 の児 童 ・保 護 者 の⼀ 体 感 の醸 成 を図 り、学 校 の統 合 が順 調 になされるように尽 ⼒

されたい。 

 

学 校 再 編 だ よ り  

令 和 ２ 年 ４ 月 １ ７ 日 発 行  

香 取 市 教 育 委 員 会 教 育 総 務 課  

☎  0478-50-1220 

裏 面 へ  

⾹ 取 市 ⽴ 津 宮 ⼩ 学 校 地 域 検 討 会 議  検 討 結 果 報 告 書 （抜 粋 版 ） 



 

〈検 討 経 過 〉 
期    日  会  議  名  主 な議 題 等  

令 和 元 年  ５月 ２５日  
⼩ 学 校 再 編 に係 る保 護 者  
アンケート結 果 の意 ⾒ 交 換 会  

・保 護 者 アンケートの結 果 について 
・地 域 検 討 会 議 の設 置 について 

令 和 元 年 １０月 ２６日  ⼩ 学 校 再 編 に係 る地 区 説 明 会  
・保 護 者 アンケートの結 果 について 
・地 域 検 討 会 議 の委 員 について 

令 和 元 年 １０月 ２６日  第 １回 地 域 検 討 会 議  
・地 域 検 討 会 議 の設 置 について 
・再 編 についての意 ⾒ 交 換  

令 和 元 年 １１月 ２１日  第 ２回 地 域 検 討 会 議  
・地 域 検 討 会 議 のスケジュールについて 
・地 域 アンケートについて 
・再 編 についての意 ⾒ 交 換  

令 和 ２年  １月 １７日  第 ３回 地 域 検 討 会 議  ・再 編 に関 する意 ⾒ 表 明 及 び取 りまとめ 

令 和 ２年  ３月  ４日  理 事 会  ・検 討 結 果 報 告 書 について 

 

〈検 討 協 議 の概 要 〉 

平 成 ３０年 ９月 に津 宮 ・⾹ 取 ・⼤ 倉 の３⼩ 学 校 の再 編 について、保 護 者 の意 向 を確 認 するため、３⼩

学 校 の保 護 者 及 びその地 区 の就 学 前 児 童 の保 護 者 を対 象 としたアンケート調 査 が実 施 された。 

津 宮 地 区 のアンケート結 果 に関 して、津 宮 ⼩ 学 校 の統 合 の必 要 性 については、「必 要 」が３９.３４%、

「やむを得 ない」が３９.３４%、「必 要 ない」が１９.６８%であった。統 合 先 については「３校 統 合 」が７７.

０９％、統 合 の時 期 については「令 和 ３年 度 」が５２.０８％と最 も多 かった。 

本 アンケート結 果 を基 に、令 和 元 年 ５月 に津 宮 ⼩ 学 校 保 護 者 と意 ⾒ 交 換 会 が開 催 されたが、保 護 者 か

ら統 合 することに対 しての反 対 意 ⾒ はなく、地 域 検 討 会 議 を設 置 して津 宮 ⼩ 学 校 の統 合 に向 けて議 論 を進

めていくことが了 承 された。これに伴 い、教 育 委 員 会 からの要 請 により、地 域 の意 向 を集 約 するため、「津 宮 ⼩

学 校 地 域 検 討 会 議 」を設 置 した。協 議 において、地 域 アンケートを実 施 し地 域 の意 ⾒ を聴 くべきではとの意

⾒ もあったが、保 護 者 へのアンケート結 果 や、委 員 による地 域 の意 向 把 握 の努 ⼒ などにより地 域 検 討 会 議 で

検 討 結 果 をまとめることになった。 

津 宮 ⼩ 学 校 の児 童 数 は平 成 ３１年 ４月 現 在 ５４名 で、今 後 も学 校 の⼩ 規 模 化 は進 み、複 式 学 級 に

よる学 級 編 成 が発 生 することが予 想 される。  

教 育 委 員 会 の推 計 では、令 和 ７年 度 には、児 童 数 が４８人 に減 少 する⾒ 込 みである。少 子 化 の更 なる

進 展 による学 校 の⼩ 規 模 化 に伴 い、児 童 が集 団 の中 で切 磋 琢 磨 しながら学 んだり、社 会 性 を⾼ めたりするの

が難 しくなる等 の課 題 がますます顕 在 化 し、こうした課 題 の解 消 を図 っていくことが喫 緊 の課 題 となっている。 

地 域 検 討 会 議 では、児 童 数 が減 り続 けていく現 状 の中 で、男 ⼥ ⽐ の極 端 な偏 りを不 安 に思 う声 や、PTA

活 動 に携 わる保 護 者 の負 担 増 加 を懸 念 する声 、統 合 となった場 合 、通 学 経 路 が変 更 になり、通 学 距 離 が

著 しく伸 びる児 童 に対 してのスクールバスの運 ⾏ の⼿ 当 や、統 合 校 となる学 校 への放 課 後 児 童 クラブが設 置 さ

れるよう、関 係 機 関 と連 携 し、十 分 な配 慮 を望 む声 があった。 

この他 にも協 議 の過 程 において、保 護 者 や地 域 住 ⺠ から早 期 の実 施 を望 む声 や、統 合 校 となる学 校 の学

校 施 設 の機 能 向 上 を図 るよう望 む声 などもあった。 

これらの意 ⾒ を踏 まえて、最 終 的 には、子 どもの⽴ 場 に⽴ ち、子 どもにとって望 ましい教 育 環 境 を提 供 すると

いう観 点 から、津 宮 ⼩ 学 校 が統 合 することはやむを得 ないという結 論 になった。 


